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投球姿勢が体幹、上肢 とボールの移動範囲 ・最高速度に及ぼす影響
一長座姿勢(カヌーポロ)と立位姿勢の比較一
滝沢宏人*
1.目 的
水上のポ ロ艇(カ ヌーポ ロ)上 での長座姿
勢と陸上での立位姿勢で、それぞれ投球動作を
行った ときの、体幹、上肢 とボールの移動範囲・
最高速度の違いについて分析 した。
∬.方 法
各被検者は水上でカヌーポロのポロ艇 に乗っ
た姿勢と陸上の立位姿勢で、それぞれカヌーポ
ロのボール(公認ウォーターポロボール)を前方
へ全力で投球 した。これらを投球方向と直交す
る側方からビデオカメラで撮影 し、動作分析ソ
フトにて分析した(カ メラ、ソフトは(株)新 大
阪商会社製)。分析範囲は、ボールが最も後方に
ある時点前後からボールリリース時までとした。
被検者4名 のカヌーポロ歴は平均10年、年齢、
身長、体重 はそれぞれ平均20.5歳、172.8cm、
67.5kgであった。
皿.結 果及び考察
1.投球姿勢が体幹、上肢 とボールの移動範囲
に及ぼす影響
各身体部位の投球方向の動作距離を、ポロ姿
勢(長 座姿勢)(図1.)と立位姿勢(図2.)で
比較 した(被 検者T.)。
各身体部位の移動 した範囲は、ポロ姿勢で胸
骨点が0.20m、投球側の肩峰点0.36m、肘頭点
0.88m、擁骨点1.08mであった。肘頭点は動作
の過程で 一〇.21mまで移動 し、肩 関節の水平
伸展動作(上 腕を肩の高さで後方に引く動作)が
伺 えた。立位姿勢ではそれぞれ0.78m、1.09m、
1.32m、1.64mであった。(図1、図2に はボー
ルリリース後までを示 した。また、分析はボー
ルリリース時までを分析対象 とした。)
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図1.各 身体部位の動作距離
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図2.各 身体部位の動作距離
図3.に 各 身体 部位 ・ボー ルの投 球 方 向の 移
動 範囲 を、 ポ ロ姿勢 と立位姿 勢で比 較 して示 し
た(被 検者4名 の平均 値)。
ポ ロ姿勢 で は胸骨 点が0.15m、肩峰点0。34m、
肘頭 点0.83m、擁 骨点1.06m、ボー ル1.35mで
あった。立位 姿勢 ではそれ ぞれ0.75m、1.05m、
1.31m、1.59m、1.91mであ り、 それ ぞれ立位
姿勢 の方が大 きか った。
ポ ロ姿 勢 と立 位 姿 勢 の、投 球方 向の 移 動範
囲 の 差 を表 した の が 図4.で あ る。胸 骨 点 で
0.60m、肩 峰点で0.71mとその差 が広が ったが、
肘頭 点 で0.48mと差 が縮 ま り、擁 骨 点0.53m、
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ボー ル0.55mであ った。
2つの姿勢 での、投 球方向の移動 範囲 の割 合
(ポロ姿勢:立 位 姿勢)を 表 したのが図5,で あ
る。胸骨点 で19.66%、肩峰点 で31.71%と上 昇
し、肘 頭 点 で62.97%とさ らに大 き く上 昇 し、
擁骨 点66.14%、ボール70.48%であった。
2.投球姿勢が体幹、上肢とボールの最高速度
に及ぼす影響
各身体部位 とボールの投球方向の速度を、ポ
ロ姿勢(長座姿勢)(図6.)と立位姿勢(図7.)
で比較した(被 検者T.)。
ポ ロ姿 勢 で の 最 高 速 度 は胸 骨 点 で1.12m/
sec、投球側 の肩峰点2.01m/sec、肘頭 点7.30m/
sec、擁 骨 点10.71m/sec、ボ ー ル15.04m/sec
で あ っ た。 立 位 姿勢 で は それ ぞ れ3.90m/sec、
6.41m/sec、10.49m/sec、15.53m/sec、ボ ー
ルで18.78m/secであ った。(図6、図7に はボー
ル リリース後 まで を示 した。 また、 分析 はボー
ル リリー ス時 まで を分析対 象 と した。)
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図6.各 身体 部 位 ・ボ ー ル の 速 度
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図7.各 身体部位 ・ボールの速度
図8.に 各 身体 部位 ・ボー ルの投 球 方 向の最
高速度 を、ポ ロ姿勢 と立位姿 勢で比較 して示 し
た(被 検 者4名 の平均 値)。
ポ ロ 姿 勢 で は 胸 骨 点 が1.20m/sec、肩 峰
点1.88m/sec、肘 頭 点6.84m/sec、擁 骨 点
10.26m/sec、ボール15.60m/secであ った。立
位 姿 勢 で は そ れ ぞ れ3.48m/sec、5.49m/sec、
9.23m/sec、13.25m/sec、ボ ー ル で18.81m/
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secであ り、それぞれ立位姿 勢の方が大 きか った。
ポ ロ姿 勢 と立位 姿 勢 の、投 球 方 向 の 最 高速
度 の 差 を現 した の が 図9.で あ る。 胸 骨 点 で
2.28m/sec、肩 峰点 で3.60m/secと上昇 し、肘
頭 点 で2.40m/secとそ の差 が 縮 ま り、擁 骨 点
2.99m/sec、ボール320m/secであ った。
2つ の姿勢で の、投球方 向の最高 速度の割合
(ポロ姿勢:立 位姿勢)を 示 したのが 図10.であ
る。胸骨 点で34.86%、肩 峰点34.73%、肘頭点
で大 きく上昇 し74.08%、擁骨点78.02%、ボー
ル83.04%であった。
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図10.各身体部位 ・ボールの最高速度の割合(ポ
ロ:立位)(n=4)
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3.ポ ロ姿勢(長 座姿勢)で の投球の特徴
立位姿勢での投球は、下肢の動作による体幹
の並進運動が、胸骨点の移動範囲と速度を大 き
くし、さらに投球側の肩峰点では腰部の回転運
動、体幹のひね りの動作 も反映すると考えられ
る。水上のカヌーポロ艇 に乗った長座姿勢での
投球は、これらの動作 また動作速度が部分的に
制限を受けていると考えられる。
図4.図5.図9.図10.より、投球側の肘頭点
において、移動範囲 ・最高速度の差が縮ま り、
割合が高まった原因は、ポロ姿勢においては下
肢を使 えない代わ りに、肩関節の水平伸展動作
を大 きく使っているためと考えられる。
また図5.において移動範囲の割合が胸骨点
より肩峰点が大きかったことは、ポロ姿勢にお
いて、体幹のひね りの動作を立位姿勢 より大 き
く使っていることが反映している可能性が考え
られる。
】.v.結論
1.体 幹 、投 球 側 の 上肢 とボー ルの投 球 方 向
の移動範 囲は立位 姿勢の方 が長座姿 勢(カ
ヌーポ ロ)よ り大 き く、 その差 は胸 骨点 で
60cm、肩峰 点で は差 が 開 き71cm、肘 頭点
では48cmに縮 ま り、擁骨点 で53cm、ボー
ルで55cmであった。
2.立 位 姿勢 に対 す る長座 姿勢(カ ヌ ーポ ロ)
の移動 範 囲 の割合 は胸 骨 点 で19.66%、肩
峰 点で31.71%と上昇 し、肘頭 点で62.97%
とさ らに大 き く上 昇 し、 擁 骨 点66.14%、
ボール70.48%であ った。
3.投 球 方向 の最 高速 度 も1.と 同様 で立位 姿
勢 の 方 が よ り大 き く、 その 差 は胸 骨 点 で
2.28m/sec、肩 峰点 で は3.60m/secと差が
開 き、 肘 頭 点 で2.40m/secに縮 ま り、 擁
骨 点で2.99m/sec、ボー ルで3.20m/secで
あった。
4.立 位姿 勢 に対す る長座 姿勢(カ ヌー・ポ ロ)
の 最 高速 度 の割合 は胸 骨 点 で34.86%、肩
峰点34.73%、肘頭 点 で74.08%と大 き く上
昇 し、僥骨点78.02%、ボー ルで83.04%で
あ った。
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5.立位姿勢での投球は、下肢の動作による体
幹の並進運動が、胸骨点の移動範囲 と速度
を大 きくし、さらに肩峰点では腰部の回転
運動、体幹のひね りの動作 も反映すると考
えられる。水上のカヌーポロ艇に乗った長
座姿勢での投球は、これらの動作 また動作
速度が部分的に制限を受けていると考えら
れる。
6.肘頭点において、移動範囲 ・最高速度共に
2つの投球姿勢での差が縮 まり、割合が高
まった。 このことから長座姿勢(カ ヌーポ
ロ)においては、下肢を使えない代わ りに、
肩関節の水平伸展動作 を大 きく使っている
と考えられる。
